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甲状腺腫に関する疫学的研究
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　　　　　二・三の問題に関する調査的検討
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　　　　　　　　　　はじめに　　　　　　　　　　　　病峰ミを検討する。

　さきに著者らは甲状腺！1重の疫掌的実態を把握するた　　　籔者らは上紀の3つの閲題を墨徹iの課題としてとり

め，長野鼎全域にわたる調査をil召和41年～42年に実施　　　あげ検附したので・以下に報告するものである。

したが，その成績は1）2）すでに発表したごとくである。

す姉ち謙野鰍わがi露1で触1端・礪する力二詮　　　　　　融蝦
県的調査によっても地方病性甲状腺腫の存在は認めら　　　　木調査はいずれの地区も昭和43年4月～44｛iく3月の

れず，た父有病率2～7％の範囲で地区叢がみられる　　　1年間に行なわれたものである。

程度であった。むしろ，甲状腺癌が従来の臨床的見角皐　　　調翫地区｝よ，上述の3点にもとづき下甜の地区が選

を上廻って高い頻度（調査1，000対1．3（男0．8；女1．8））　　定された。

に発見されることが上記の1謁糞iより三1三ll明し3），また甲　　　　1）　海羅地帯の甲状腺腫・甲状腺癌の窟病率検酎の層

状腺機能尤進症が特短地区に多発する成績も得られ　　　　　地区……愛知県｝i矯市過津・杉ill地区（人目約

たD。このうち，前潜に関してはすでに疫学的検対を　　　　　6，001）名）

開始しているが，上記の実態調査の結果より次の問題　　　　2）かって羊に甲状腺腕の塑発した地1冬ニ……長

の検討が必要となってきた。すなわち，D内陛地帯の　　　　野り」ζk水内郡信州新町津不II・信級地区（人口約

羅繰における甲状腺1距飼il状腺癌の輔榊ζを疫学的　　5・ooo名）

に位遣づけるため，その一方法として海羅地帯の住罠　　　3）甲状腺機有旨九進症の有病率の1｝1石い地区に隣接

について同様の調査を試み比較検討すること。2）球畜　　　　　する地区……長堅r県下伊那郡高練田∫（人脚約

卿二甲状腺腫の多発するナ也区では，｛羅にもそれが多　　　10・o【）o名）

いと一般にいわれる。長野県下でかって羊に甲状腺腫　　　　本調査に二｝，」ける調査対蜘よ，各♪也区とも昭和42年12

の多発したことで知られた地区がある4）ので，その住　　　ll31iヨ現在の「臼…民登録」を基承としそれに爽際の

民の甲状腺腫罹患状況を調査する。3）従来のわれわれ　　　調査時に地区内に常fit三していた住堤を本調査の「該幽

の調査で甲状腺機能充進症の高頻度なところが一地区　　　者」とした。

みられたので，その意義付けの一方法として，地理　　　調恋の順序と方法は，袈者らの従来の報告と同じ

的・文化的に岡一院できる隣接地区において，その有　　　く、実施地区でのスクリーユソグは丸地がすべて担当
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し，Dieterleの判定基準5）に従いその皿度以上を疑診　　　　　2）　甲状11泉疾患のイ∫病率

者として選出した。そして，これら疑診漸に対する臨　　　　瀬調査で確認さオした甲状腺病患の地IX二・樵別1∫病琳

床診断，治療の要否判定は上記スクリーニングの1～　　は第2炎に示した通りであ翫いず掴）地区もり捷な

2ケ臓に降旗がすべて幽した、、これにより一獣　のイ丁榊の間には禰1カミ・紡れ一婦1肪か1．二多い

腺疾患の「有病者」が1綻さオtた．なお一糊ミ診断1催　が，これは隔らの従細）・㍑脚磁に・1忍め励た

定にあたっては，従来に岡じく必要に応じ各種臨床検　　　、二とであそ

査験施した諌賄儲硬鹸のもの，特に外科　裁刷犬腺鶴の脇：．鰯・廟齢
的治療の対象となるものは，各地区内または近接の特　　＼…

定医療機関に依頼したが，手術には牧内が相嵐数担当　　　　　　　．　　　　盟　　僑　信州新1町　高森lli∫

したほか現地の専門1甕の協プ」を得た。また，洲1木　一一　　一・・

の鑓鷹学的診隙畳納醐凱た．　　　　畳言笏　L7841螺：㍉゜65
で齢喫鰭慧購挨総．．竺鍵一壷謡1・一（轟
病率ではx・検定（狩意水準5％）一獣騰能冗進lll　　受診・断　2，㈱　2川　3・9’13
および職腺雛つ、℃歌その罹獅怖がボア・乃〉　女柳摘　　78　｛～9　脚
布、。近似する蹴ら描脱その分繊95％引。　　㈲　（3・拗個鋤ぐ：脇｝

値をもって判別の基準とした。　　　　　　　　　　　　　　　　本調査で悔岸1旺三帯のケー：1，としてとりあげた豊僑市

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　括津・杉山地区の有り丙亭は2。0％（男0．2；鵜3．・D

　　　　　　　調査成績並びに考察　　　　　　　　　　であった，，この頻度は薯蓄らの長野県甲状腺腫・拠態調

　本調査では，甲状腺淡患を全地区的に把搬すること　　　査の成績D2）でみると，もっとも低頻度の地区ほ料il1

では各地区とも共通しているが，各地区の調査日標は　　　する、，最近，北海道の海燦地方の二・’｛の地区で行な

冒頭にものべたように異っている。従って，調査成績　　　われた甲状腺胴．周査によれば「海｝1性甲状腺腫」と1乎

の記述は都合上並記したが，従来の著渚らの調査成績　　　ばれる程の醐いイ」柄率の地鷹も報告されている“）の

のように並記した調査地区間の比較を主とすることは　　　で，本調嶽地区は海靖馳帯の別のケースと暫えゐに止

意義も少ないので，それは本報告では必要最低限にと　　　めたいが，いずれにせよ取調査地区の甲斗尺腺疾患の有

冥めた。以下，調査の順序に従って成績を記述しあわ　　　病率は低率であることは辮実である。なお，韓餅らが

せて考察を加えてみたい。　　　　　　　　　　　　　　1966年に琉球・宮寡fl謝こおいて中・醐校生および一鰹と

　　　1）受診率　　　　　　　　　　眠な対象に同様のi調査を試みたが・），その備聴蛛
　本調査はいずれの地区でも全控民を対象としたが，　　むしろ本調査の豊橋市の成績を下廻るものであった。

これは薯者らの従来の調査と同様である。各地区の性　　　一方，終戦ill」後に勲こ甲脚1泉腫の多発した掻野馳ヒ

別該当渚・受診者および受診率は雛1表のごとくであ　　　水内郡俗州新町津利・儒繰地区では，佐民の甲状腺腫

る。女では羅橋の72・1％をのぞき75％以上の受診率を　栩1賜は2．2％（男。，8：：女3。4）であった。二’｝しは」：述

得たが，男ではいずれの地区も60～70％の受診率に止　　　の嶽橋とほ父同率である。もっとも，著舘穿は本研究

まり，全数調査としては従来の著老らの調査1）2）にお　　　の第4報2）で，同じ儒州新町の他」也区の調査成績榊ll

ける受診率にくらべ必らずしも充分とはいX難い・　　　　告したが，その棚1弩率は・L7％（：リj　L〔う　：　，女’7．2）であっ

　　　　　　　　．．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　たoこの第4報の地区は終戦幽時は本i謁査の淋和・信
　表1　　　地区・性別受診率　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　級地区にくらべ羊の飼育ほ盛んでなく，甲状腺腫1・二罹

　　＼　　　　　豊　　橋信州新町　商森田∫　　　患した羊も少なかったという。それにも力汰わらず住

一　一．一　　　こ瓢一一一一…　・一一＿＿＿一＿　．＿　　　斑の甲状｝除疾患有病率は畏野llし下では比較的高率君六

　　　該　　当　　　2・953　　2幽313　　4・611　　　　したので，：本調査の沸；和・信級」慮1煮では住民；糧II高

男受診潜　1・784　1・652　3・G65　　率のi1・状　嫉患醗見さ、｝しるものと穂したが一鷹
　　　　（率）」6°・4％）（71・4％）一≦坐：5％）　の棚緯極めて低率吐ま。た。

　　　該　　当　　　3費192　　2，471　　5，144　　　　　上認の成績の意義づト㌃は直〒らには1丞1難で’あるが，台

　女受診者　2，300　2，010　3・943　　湾のi鱗この幸階・・は上記卿実の1醐にfl醇かの鋤資
　　　　（率）　　（72・1％）　（81・3％）　（76・6％）　　　料となろう。すなわち，陳によれば彼の郷黒は第ニニ次

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　大戦前までは地方柄｛．li甲状腺腫の存鹿ほ」黛く闇題にさ
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れなかった。しかし，戦後たまたま帰郷したところ学　　　著者らの従来の調査で甲状腺機能：1℃進痛の右病聯がと

童に相当頻度の甲状腺［】霞の発見されることに気付い　　　くに高い上郷村一調…酸1，000灘1’2，5（男1．5：女3．3）一

た。そこで，彼は学鷺の甲状腺ll司査を実施しその高い　　　に隣接の地区として主に本症の有病率を検討するため

罹患状況な報告した。しかし，その後とくべつな社会　　　調査地区に選んだものであゐ。調査の結果，筒森町で

的対策もないま瓦十数年を経過したところで再び調査　　　は住民7，0‘）8名ぐ｝153，065：女3，943）な検i蕪し4例（男

したところ，掌遣の甲状1腺腫は非常にイ底下していたと　　　2：女2）のII・1状腺機能〕℃進症を確認し，有病率は訓癒

いう。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1，000対0．6（り10．7：女f）、5）となる。翠1齢らの艮野兇

　本調査の僑州新1！1∫において，羊の甲状腺腫がli｛1題に　　　Ill状腺腫」・態調査1）2）における11地区の本症有病率は

された終戦ll’1：後にイ霊…民のil・1状腺調査がなされてない　　調査1・00｛｝対0・9（リ10・5：女1・3）「調隷藪総数39・740

し，またこんにち津和・信級地区に1オ：羊が殆んど飼育　　　（男18，0｛｝7：女21・733）のうち・甲状腺機能冗進症は

されていないので，その罹病状況を検討できないのが　　　37例（男9：女28）一であるので，これと．L掲Ill村の本症

残念であるnしかし，・1丘時は一一般佐斑がみてもlll状腺　　　有り1掛調査1，〔｝00対2・5（リ」　1．5：1女凸3．：う）一調釜薮数7，188

11亜に罹患した半が確かに多かったにもかエわらず，戦　　　のうち，本症は18例（男5：女13）一と比較すると男

後11」期を経るに従って特男llな対策もないま瓦それが閻　　　女とも後1暫が官意に高く，岡森町のそれは男女とも実

題にされなくなったと現地関係・煮がのべていることを　　　態調査の有病率との講kな見出し難い・換1．ボすれば，高

考え合せると，本調査地区の事り≒は台湾の事例との類　　　イ柴町の甲状腺機倉旨・ア直進症の有病率1よ，長野県企体の成

似性を児出すことができよ臥，　　　　　　　　　　　　綾と鹸がなく・上矧1村より明らかに低いイゴ病｛・である

　オ仁オδ，　i霞i森田∫¢）L「1｝伏11決疾，漫、イ言り内・率妬よ2、2タ6　（，リ｝0、9：　　　　　とし・♪ミ・ようn

女3・3）であり，木調査の3地区はいずれも有病東は　　　　醐森田∫と上郷村とは地形的に隣接の町村であり，－

2％程度であり，著爵らの従来の調査成績に較べもっ　　　般的にみても地llll的・人文的にも同…・視できるいすな

とも低率の地区に相当するといえよう。　　　　　　　　　わち，両地区は長野県飯田市4）北側に位し瀞琶川沿い

　　　3）甲状腺疾患の病型分布　　　　　　　　　　　の段丘地Ilyと平担地とからなり，地質・水系も同じで

　策3衷は有病潜の臨床診断1こもとつく蒲型分布を地　　　あり・風土的にも全く同一視でき・両地区民の交流も

区別に示したものである。いずれの地区も全疲例の約　　盛んなところである・この限りでは甲状腺機能充進症

80％が聯醐岬状劇重でしめられている．それに拠・　の翔1藤の融説賜するのに瀦附なものは∫網せな

で多いのは慢i些k甲状腺炎一εあるが，いずれにせよこれ　　　い。従って・これらに関する間脚・k別の機会に改めて

らの病型分布は著者らの従来の調査成績1）2）と同1兼の　　　その他の調査地区との関連のもとで疫学的に検討する

傾向にあるといえよう。　　　　　　　　　　　　　　　ことにしたい。

　本調査で病型分布にもとづき検討すべきものに甲状　　　なお・謬考までに他の2地区の甲状腺機能完進症

腺機能充進癌がある。すなわち，本調査の高森町は，　　　の有病率を調査1，000対で示せば・豊橋0・5（男一：女

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　0．9），信州新田∫0，8（男0．6含女LO）であり，これらは

　表3発見された甲状腺疾患の地1茎別猶型分布　　　　いずれも長野ln全体の本症有病率にくらべ藻のあるも

、＼、_　　　　　　　　　　　．．　　　』　　　　　　のではない。
　　　’1、・一．　　　　　豊　　　橋信州新町高森i町　　　　　　　　　　　　　　　、、
　　　　　　　＼＼＼”　　　　　　　　　　　　　　　　　　　4）　甲状月泉癌の頻度

灘腫隠：：：：驚：：　1；霧灘箋：麟鍍1：論遂難1躍

叩状腺機能充進瘡（2＜0＞2，4％）（l！房）（差！霧）　癌楚灘麓灘蹴幣懸1蹴舖簾蹴讐

悪幽・脚鱒（5〈1＞6．1％）（1繍（蹴）　・．従。て，欄査に闇るその成融駆別に示・

慢ゼk甲状腺炎（12＜0＞14．6％）（1蹴）1繊）　纒籍麓蓼至霧纂寛鶴：講劉鷺：玄1し

そ　の　他゜（一）°の（蹴）　結1亀棚購焔駆蹴・≡麺最椴に示・た

｝　雷「…「痛蕩器蕩）1貿1蕩　鱗饗鶯鷲劣裏獺畿み讐1糠灘瓢諾

　　　　　　　　　注1〈〉内は男の食まれる数　　　　調査3）では，本症は調査1，000対1，3（男0．8：女L8）
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表4　地区別にみた結節性甲状腺腫，要乎術数，　　　　り，その頻度は艮野県金県の有病率と濃のみられない

　　　手術施行数及び確認された甲状腺癖1数　　　　　成績であった。

　　　　　　　　　　豊　　橋信州新町高森lllf
　　　　　　　～、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　謝　　辞

結節性lfl状腺II重数　32＜2＞　36＜5＞　61＜13＞　　　　福1周査は関係1・ljlll∫拳寸の役鋤拠蕊鰭の絶ノ賦d動力の・L

・鰯鑓襯垢・・＜1＞・・＜・＞55＜11＞11縮桝膿學【1難鍵繍繍1踊1鵜｛

乎術施行数14＜1＞24＜2＞・47＜9＞　 ll｛II院長・五十嵐外科医艮の御協力な得たL，まノこ木研謝

・「・棚糊数・＜1＞・＜・＞1・〈1＞　鵬；禁驚驚諮1　撚lil蠣堪潔　1吊ll！擁

　　　　　　　　　注：〈〉内はリ」の含茄｝tる数　　　　なお，本研究の・・轍よ；1㈱43年度文部桝科1翔階費

郎地1測’脚）1卜・撒鮪1齢　　　（奨励獺）噸う1轍b粛

　　　　　　　　　　　　　　　　　（・1瞭L°嚇D　　　　・　　文　献

　　　＼　　　　lilと　橋信州新lll∫高燐1田r　　　D丸地信弘：信州圏誌，16：243，1967，
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　　調査数　L784　1，652：｝，°65　　孝雄、俗州甑｝轟16、8酬9｛17，
男　甲状腺癌数　　　　1　　　　0　　　　2　　　　　．　　　　　　　　　　　　　，

．、（率と．＿≦込皇一一・一」二二≧31叢1瀞ll、鵬lll：1。1瀧i｝翻：

　　調査数　2，30°　2・010　3・943　　14・313，1967，

女甲状腺麟　　2　2　8　4璃森乙松、躰獣騨雑1網6凪1954，
　　　　（率）　（°・9）（1°°）（2・°）　・）D1，、。，1e　e、。1．、A，，h、　f，　Hyg．，81，135、191、、．

一認母査数30，359　（り314，002：女16，357）　¢）う馳ら11111犬II泉　　　　　　6）　｝L　Suzuld　et　aL：Acta　Endocrinolo駕ica，　50：

癌は40例（男11：女29）一であるので，木調査地区の　　　　　161，1965・

成績はいずれも差のあるものではない。換言すれば，　　　7）釘本　完・佐藤淳央・メも地信弘・村」二露親・秒」II

本調査の3地区は甲状腺疾患有病率はいずれも2％租　　　　恋徹：信州医誌，151213，1966．

度の低率を示すにと父まったが，IFI状腺癌の有1丙率は　　　8）Tien℃hi　Cllen：J・RM・A・・54：3411，1956・

各地区とも長野県全県の調査成綴と魑のない頻度で発　　　9）釘本　完・九地僧弘1僑ジi慨誌，161233，196？、

見されたということである。

　　　　　　　　　要約　　　　　　　 （昭和44年10月1旧受付）

　著者らは，喪野県における甲状腺臓爽態1；111査の結果

より派生した問題のうち，蚕1丘而した3つの問題を検討

して次の結果を得た。

　（1）　内陸地帯の長野りi～と対比する意味で海岸地帯

として愛知県豊橋市老津・杉山地区を選び調査した

が，甲状腺疾患有病率は2．O％（男0・2：女3，4）で，畏

野累の成績とくらべもっとも低寮の地区に相坐する。

また，甲状腺癌は，まだ例数が少ないが，艮野県五こ県

の成績と比較し差がみられないようである。

　（2）　かって羊の甲状腺腫の多発した地区で住民の

甲状腺疾患を調査したが，その有病醇｛は2．2％（リ」〔〕，8

：女3．のに止まり，これは長野県下では最も低率の

地区に相当する。

　（3）　甲状腺機能充進症の高率にみられた地区に隣

接したところとして高罧町で同様の調査を試みたが，

その有病率は調査1、000対0．6（男0．7：女0．5）に止ま


